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金
融
庁
、過
剰
な
リ
ス
ク
回
避
を
要
請

　

金
融
機
関
は
リ
ス
ク
を
と
っ
て
リ
タ
ー

ン
を
上
げ
る
性
質
の
産
業
で
あ
り
、
経
営

戦
略
の
策
定
に
際
し
て
は
、
意
識
し
て
と

り
に
行
く
リ
ス
ク
と
、
回
避
す
る
リ
ス
ク

と
を
峻し

ゅ
ん
べ
つ別
す
る
必
要
が
あ
る
。
収
益
獲
得

の
た
め
に
進
ん
で
受
け
入
れ
る
リ
ス
ク
の

種
類
・
量
を
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
と
呼
ぶ
。

R
A
F
は
、
金
融
機
関
の
内
部
規
律
と
取

締
役
会
に
よ
る
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
有

効
に
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
部
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
け
ん
制
に

よ
っ
て
、
金
融
機
関
に
よ
る
過
剰
な
リ
ス

ク
テ
ー
ク
を
回
避
さ
せ
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
を
適
切
に
保
持
す
る
た
め
の
経
営
管
理

の
枠
組
み
で
あ
る
。
2
0
0
8
年
に
顕
在

化
し
た
世
界
的
金
融
危
機
の
反
省
を
踏
ま

え
て
、
国
際
的
な
巨
大
金
融
機
関
（
G
─

S
I
F
I
s
）
を
は
じ
め
と
す
る
大
手
金

融
機
関
を
主
な
対
象
と
し
て
、
R
A
F
が

要
請
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

本
邦
で
は
金
融
庁
が
13
年
9
月
に
発
表

し
た
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
に
お

い
て
、
主
要
行
等
に
つ
い
て
R
A
F
の
構

築
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
に
加
え
た

こ
と
を
契
機
に
、
大
手
金
融
機
関
で

R
A
F
の
構
築
・
導
入
が
進
ん
だ
。
主
要

国
の
金
融
当
局
で
構
成
す
る
金
融
安
定
理

事
会
（
F
S
B
）
が
13
年
11
月
に
提
示
し

た
R
A
F
諸
原
則
で
は
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
R
A
S
）
を

作
成
し
て
金
融
機
関
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
用
い
る
旨
の
原
則
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

大
手
金
融
機
関
の
R
A
F
で
は
こ
の
諸
原

則
の
通
り
定
期
的
に
R
A
S
を
作
成
し
て

お
り
、
金
融
当
局
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　

金
融
庁
は
長
ら
く
、
地
域
金
融
機
関
に

対
し
て
は
R
A
F
を
求
め
る
態
度
を
明
確

に
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
金
融
行
政
方
針

に
お
け
る
R
A
F
の
位
置
付
け
を
図
表
1

地
域
銀
行
経
営
と
リ
ス
ク
管
理

理
念
に
則
し
健
全
性
確
保
を

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

金
融
戦
略
室
プ
リ
ン
シ
パ
ル

杉
山
敏
啓

解 説

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
背
景
に
、
金
融
機
関
の
国
内
営
業
店
部
門
の
収
益
性
は
ま
す
ま
す
低
下
す
る
と
と
も
に
、
順
イ

ー
ル
ド
ス
プ
レ
ッ
ド
（
長
短
利
回
り
差
）
を
活
用
し
て
資
金
利
益
を
稼
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
行
き
詰
ま
っ
た
。
収
益
低

下
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
場
部
門
の
リ
ス
ク
テ
ー
ク
が
拡
大
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
下
方
リ
ス
ク
が
生
じ
た
際

に
地
域
金
融
仲
介
機
能
に
支
障
を
来
す
よ
う
で
は
、
地
域
銀
行
の
多
く
が
掲
げ
る
地
域
貢
献
と
い
う
存
立
目
的
が
果
た
せ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
過
剰
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
回
避
し
、
経
営
理
念
に
則
し
た
経
営
計
画
を
策
定
・
実
行
す
る
上
で
、

大
手
銀
行
で
は
既
に
普
及
し
た
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（
R
A
F
）
の
思
想
・
考
え
方
を
地
域
銀

行
経
営
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

す
ぎ
や
ま
・
と
し
ひ
ろ　
三
和
総
合

研
究
所
入
社
。三
和
銀
行
事
業
調
査

部
出
向
、U
F
J
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
、三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金
融
戦
略
室
長

を
歴
任
。専
門
は
金
融
機
関
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
。日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協

会
検
定
会
員
、埼
玉
大
学
経
済
学
会

会
員
、江
戸
川
大
学
経
営
社
会
学
科

教
授
。主
著
に「
銀
行
の
次
世
代
経
営

管
理
シ
ス
テ
ム
」（
金
融
財
政
事
情
研

究
会
）。
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に
よ
り
年
表
形
式
で
見
る
と
、
中
小
・
地

域
金
融
機
関
向
け
に
は
18
年
よ
り
前
は

R
A
F
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
18
年
央
ご
ろ
か
ら
地
域
金
融
機
関

に
対
す
る
風
向
き
が
変
わ
っ
た
。
金
融
庁

が
18
年
7
月
に
発
表
し
た
「
平
成
29
事
務

年
度　

地
域
銀
行
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
と

り
ま
と
め
」
で
は
、
地
域
銀
行
の
リ
ス
ク

テ
ー
ク
を
経
営
体
力
や
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
能
力
に
見
合
う
範
囲
に
収
め
る
上
で
、

R
A
F
の
活
用
が
述
べ
ら
れ
た
。
18
年
9

月
に
発
表
さ
れ
た
金
融
行
政
方
針
で
は
、

地
域
金
融
機
関
が
健
全
性
を
確
保
し
、
地

域
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

経
営
理
念
の
実
現
に
向
け
た
経
営

戦
略
・
計
画
を
策
定
・
実
行
す
る

態
勢
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
経
営
管
理
手
法
の
一
つ
と
し
て

R
A
F
が
例
示
さ
れ
た
。
19
年
8

月
に
発
表
さ
れ
た
金
融
行
政
方
針

で
も
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
中
小
・
地
域
金
融
機
関

向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
は

19
年
6
月
に
一
部
改
正
さ
れ
て

「
銀
行
の
実
情
に
応
じ
、
例
え
ば
、

収
益
性
や
健
全
性
等
に
係
る
定
量

的
指
標
、
管
理
会
計
そ
の
他
の
財

務
・
経
営
分
析
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
の
経

営
管
理
の
枠
組
み
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
経
営
戦
略
・
計
画
の
妥
当

性
の
検
証
や
見
直
し
等
を
行
っ
て

い
る
か
」
と
の
記
述
が
盛
り
込
ま

れ
、
R
A
F
の
活
用
が
例
示
さ
れ

た
。

　

金
融
庁
が
地
域
金
融
機
関
に
対

し
て
R
A
F
活
用
に
言
及
す
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
、
そ
の
位
置
付
け
は
例
示
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
歯
切
れ
が
悪
い
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
小
・
地

域
金
融
機
関
の
個
別
性
へ
の
配
慮
で
あ
ろ

う
。
仮
に
、
大
手
金
融
機
関
並
み
の

R
A
F
導
入
を
真
正
面
か
ら
要
請
し
て
し

ま
う
と
、
R
A
S
作
成
な
ど
を
掲
げ
る

F
S
B
の
R
A
F
諸
原
則
に
準
拠
し
た
経

営
管
理
態
勢
を
導
入
す
る
こ
と
と

捉
え
ら
れ
か
ね
ず
、
金
融
機
関
の

規
模
・
特
性
に
よ
っ
て
は
実
情
と

は
な
じ
ま
な
い
過
剰
装
備
と
な
る

恐
れ
も
あ
る
か
ら
だ
。
地
域
金
融

機
関
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

R
A
S
を
作
成
す
る
こ
と
自
体
で

は
な
く
、
自
ら
の
経
営
管
理
に

R
A
F
の
思
想
・
考
え
方
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク

テ
ー
ク
と
収
益
獲
得
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
持
し
、
健
全
性
の
確
保
と

地
域
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
を
確

か
な
も
の
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

リ
ス
ク
管
理
思
想
の
全
体
像

　

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
と
は
意
識

し
て
リ
ス
ク
を
と
る
態
度
を
意
味

す
る
が
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
基
本

的
考
え
方（
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
）

が
、
こ
の
態
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
リ
ス

ク
カ
ル
チ
ャ
ー
は
経
営
理
念
に
包
含
さ
れ

る
上
級
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
設
定
は
、
経
営
理
念
と

矛
盾
が
な
い
よ
う
に
整
合
的
に
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
言
え
、
こ
の
点
検
も

R
A
F
の
役
割
に
含
ま
れ
る
。
R
A
F
が

カ
バ
ー
す
る
経
営
管
理
の
領
域
は
非
常
に

広
範
で
あ
り
、
R
A
F
は
銀
行
経
営
の
在

（出所）金融庁資料より作成

〈図表1〉金融行政方針におけるリスクアペタイト・フレームワークの位置
付け

2013 年 9月
平成 25事務年度金融モニタリング
基本方針

【SIFIs 及びその他の主要行等に対する金融モニタリング】
・経営戦略：中期経営計画の重要施策、計数目標、リスクアペタイトフレームワークの構築状況等。

RAFの言及なし

RAFの
言及なし

RAFの言及なし

【主要行等に対する監督・検査】
・特にG-SIBs 等については、リスクアペタイトフレームワークを構築し、経営方針の策定や
収益管理等の決定にも活用しているか、検証する。

【グローバルに活用する金融機関】
・特に3メガバンクグループや大規模証券会社グループ等についてはストレス時の金融仲介機能の十分
な発揮がより重要であることを踏まえ、以下の点について検証する。
a) リスクアペタイトフレームワークの構築を通じ、経営レベルでのリスクガバナンスの強化を図っているか

RAF の活用を通じたリスク・リターンを意識したガ
バナンスの高度化が進展しているか。
リスクの変化に応じた実効性ある議論を促すための
リスク・アペタイト指標の設定等に課題を抱えてお
り、高度化の余地がある。

経営戦略・計画の策定、実行する態勢を構築する一連
のプロセスの中で、金融機関の実情に応じ、例えば
RAF、金融仲介機能のベンチマークによる自己評価、
財務・経営分析、ストレステスト等を活用。

大手銀行グループの多くは RAF を導入・深化させる
工夫が進んでいるが、リスク・アペタイトに応じた
指標やリスクリミット等の適切な設定・モニタリン
グについて課題があるほか、譲論の活性化に資する
運用について高度化の余地が見られる。

経営理念の実現に向け、経営戦略・計画の策定、実行する態
勢を構築する中で、金融機関の実情に応じ、例えば、リスク
アペタイト・フレームワーク (RAF)、金融仲介機能のベンチ
マーク、ポートフォリオ全体の分析やビジネスラインごとの
経営分析、ステレステスト等を活用することが考えられる。

2014年 9月
平成 26事務年度金融モニタリング
基本方針

2015年 9月
平成 27事務年度金融行政方針

2016年 10月
平成 28事務年度金融行政方針
2017年 11月
平成 29事務年度金融行政方針

2018年 9月
平成 30事務年度金融行政方針

2019年 8月
令和元事務年度金融行政方針

大手金融機関 中小・地域金融機関

（出所）筆者作成

〈図表2〉リスクアペタイト・フレームワークの全体像
銀行のリスク・リターン管理に
関する枠組み全体を指す

銀行の経営理念やリスクカル
チャーに基づくリスク・リターン
方針を定め、リスク・リターン
指標の目標を定めた文書

経営計画を事業戦略、財務計画、
リスクアペタイトの総体として
策定

メインシナリオを前提とした経
営計画について、ストレス下の
影響度を計測し、ダウンサイド
リスクを検証

事業戦略
　（業務運営の戦略計画）

経営理念・
リスクカルチャー

統合リスク
管理規程類

経営計画の検証

・目的と定義
・基本方針とリスクカルチャー
・リスクの定義と計測手法
・リスク管理態勢
・リスクアペタイトの設定と管理
・計数計画

財務計画
　（B/S，収益の計画）

リスクアペタイト
　所要経済資本 リスクキャパシティー

　配賦経済資本

リスクプロファイル
　使用経済資本

リスクアペタイト・フレームワーク (RAF)

リスクアペタイト・ステートメント（RAS）

リスク・リターン指標の目標

リスク資本配賦制度

ストレステスト

メイン
シナリオ

ストレス
シナリオ

期中進捗管理・モニタリング

経営計画の策定

経営計画
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り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

　

R
A
F
の
全
体
像
に
つ
い
て
概
念
図
を

図
表
2
に
示
す
。
経
営
理
念
に
包
含
さ
れ

る
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
や
重
視
す
る
企
業

目
的
に
基
づ
い
て
、
経
営
戦
略
・
計
画
が

設
定
さ
れ
る
。
経
営
計
画
と
は
事
業
戦
略
、

財
務
計
画
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
総
体

で
あ
り
、
収
益
計
画
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

計
画
、
リ
ス
ク
テ
ー
ク
量
、
そ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
の
戦
略
が
含
ま
れ
る
。
事
業

戦
略
と
は
、
経
営
計
画
の
う
ち
財
務
計

画
・
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
業
務
戦
略
の
計
画
で
あ
る
。

財
務
計
画
と
は
、
経
営
計
画
の
う
ち
収
益

や
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
関
す
る
計
数
計
画

で
あ
る
。
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
と
は
、
事

業
戦
略
や
財
務
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に

リ
ス
ク
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
範
囲
内
で
進

ん
で
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
リ
ス
ク
の
種

類
・
量
の
こ
と
で
あ
る
。
リ
ス
ク
の
定
義

や
計
量
化
方
法
、
管
理
体
制
な
ど
を
定
め

る
「
統
合
リ
ス
ク
管
理
」
も
、
保
有
す
る

リ
ス
ク
テ
ー
ク
量
に
対
し
て
自
己
資
本
を

配
賦
す
る
「
リ
ス
ク
資
本
配
賦
」
も
、
経

営
計
画
の
下
方
乖か

い
り離
リ
ス
ク
を
検
証
す
る

「
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
」
も
、
い
ず
れ
も

R
A
F
に
含
ま
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
よ
る
検
証
を
経
て
、

組
織
と
し
て
承
認
さ
れ
た
経
営
計
画
と
、

そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
管
理
態
勢
な
ど

を
文
書
化
し
た
も
の
が
R
A
S
で
あ
る
。

経
営
理
念
と
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

令
和
元
事
務
年
度
の
金
融
行
政
方
針
で

は
、
地
域
金
融
機
関
が
健
全
性
を
確
保
し

て
地
域
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
確
固
た
る
経
営
理
念
を
確
立
し
た

上
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
経
営
戦
略
・

計
画
を
策
定
・
実
行
す
る
こ

と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

経
営
理
念
は
、
地
域
金
融
機

関
が
企
業
と
し
て
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
を
設
定
す
る
上
で

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
経

営
理
念
が
相
違
す
れ
ば
、
金

融
機
関
の
経
営
戦
略
や
経
営

行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ひ

い
て
は
金
融
機
関
の
経
営
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
相
違
と
し

て
表
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
試
み
と
し
て
、

地
域
銀
行
に
つ
い
て
経
営
理

念
を
調
査
し
た
上
で
タ
イ
プ

別
に
分
類
し
、
経
営
指
標
の

グ
ル
ー
プ
別
の
平
均
値
を
概

観
し
た
い
。
経
営
理
念
は
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
、
企
業
理
念
、
行
是
、
行
訓

な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
記

述
内
容
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
か
ら
複
数
項

目
を
箇
条
書
き
で
列
挙
す
る
も
の
な
ど
、

各
行
各
様
で
あ
る
。
図
表
3
は
、
各
地
域

銀
行
あ
る
い
は
銀
行
持
ち
株
会
社
の
経
営

理
念
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
内
容

を
個
別
調
査
し
た
上
で
、
筆
者
が
指
定
し

た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
よ

っ
て
、
地
域
銀
行
を
経
営
理
念
に
応
じ
て

顧
客
志
向
、
内
部
志
向
、
健
全
志
向
、
業

績
志
向
に
タ
イ
プ
分
け
し
た
結
果
概
要
で

あ
る
。
一
つ
の
銀
行
が
複
数
の
タ
イ
プ
に

該
当
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

　

地
域
銀
行
の
粗
利
経
費
率
（
O
H
R
）

を
見
る
と
、
業
界
平
均
値
と
比
べ
て
、
顧

客
志
向
有
り
タ
イ
プ
群
、
内
部
志
向
有
り

タ
イ
プ
群
な
ど
は
相
対
的
に
高
く
、
経
費

効
率
性
に
つ
い
て
甘
さ
（
経
費
へ
の
寛
容

さ
）
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
他
方
、
業
績
志

（注）ROA5y、σ ROA5y は過去 5 年度（2012-17年度）の総資産利益率（ROA）の平
均、標準偏差
経営理念タイプは各行の経営理念等に含まれる筆者指定キーワード（下記）の有
無により判定、銀行の分類のカッコ内は該当銀行数
顧客志向：公共、社会、客、大衆、地域、地元
内部志向：職員、行員、従業員
健全志向：健全、安定、堅実、信用、信頼
業績志向：株主、出資者、収益、利益、業績、企業価値、革新、挑戦、チャレンジ、積極、
成長、進

（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」、各行ディスクロージャーより筆者作成

〈図表3〉地域銀行の経営理念タイプによる経営パフォーマンスの
相違

粗利経費率 2017 年度
OHR銀行の分類

全体 (104)

0.60

0.79 0.372%

0.367%

0.463%

0.340%

0.382%

0.375%

0.366%

0.391%

0.357%

0.086%

0.084%

0.124%

0.071%

0.091%

0.083%

0.095% 

0.083%

0.088%

0.80

0.68

0.83

0.78

0.79

0.80

0.78

0.81

0.460%

0.440%

0.420%

0.400%

0.380%

0.360%

0.340%

0.320%

0.300%
0.060% 0.070% 0.080% 0.090% 0.100% 0.110% 0.120%

ROA5y

σROA5y

0.70 0.80 0.90 0.300％ 0.400％ 0.500％ 0.050％ 0.100％ 0.150％

顧客志向有り (98)
顧客志向無し (6)

内部志向有り (24)
内部志向無し (80)

健全志向有り (75)
健全志向無し (29)

業績志向有り (47)
業績志向無し (57)

経営理念タイプ 全体 (104)

業績志向有り (47)
健全志向有り (75)

顧客志向有り (98)

内部志向有り (24)
業績志向無し (57)

健全志向無し (29)

内部志向無し (80)

顧客志向無し (6)

総資産利益率 5 年平均
ROA5y

ROAの標準偏差 5年
σROA5y



17 2019.10.28［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

向
有
り
タ
イ
プ
群
、
健
全
志
向
有
り
タ
イ

プ
群
な
ど
の
利
益
蓄
積
に
熱
心
と
思
わ
れ

る
グ
ル
ー
プ
で
は
O
H
R
は
相
対
的
に
低

く
、
シ
ビ
ア
な
経
費
効
率
性
が
垣
間
見
ら

れ
る
。

　

総
資
産
経
常
利
益
率
（
R
O
A
）
の
過

去
平
均
水
準
と
標
準
偏
差
か
ら
リ
ス
ク
・

リ
タ
ー
ン
状
況
を
概
観
す
る
と
、
内
部
志

向
有
り
タ
イ
プ
群
、
顧
客
志
向
有
り
タ
イ

プ
群
は
、
業
界
平
均
値
と
比
べ
て
低
リ
ス

ク
低
リ
タ
ー
ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
位
置
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
内
部
志
向
無
し

タ
イ
プ
群
、
顧
客
志
向
無
し
タ
イ
プ
群
は
、

高
リ
ス
ク
高
リ
タ
ー
ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各
行
に
お

け
る
経
営
理
念
の
相
違
は
、
経
営
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
相
違
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
経
営
理
念
の
中
で
、

業
績
志
向
の
有
り
・
無
し
に
着
目
し
て
2

群
に
タ
イ
プ
分
け
し
、
個
別
銀
行
の
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
状
況
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
結
果
を
図
表

4
に
示
す
。
図
表
中
に
は

回
帰
直
線
を
引
い
た
が
、

こ
れ
の
傾
き
は
無
リ
ス
ク

利
子
率
を
ゼ
ロ
と
見
な
せ

ば
シ
ャ
ー
プ
比
率
（
超
過

リ
タ
ー
ン
÷
リ
ス
ク
）
に

相
当
す
る
。
業
績
志
向
有

り
銀
行
の
方
が
回
帰
直
線

の
傾
き
が
大
き
く
（
シ
ャ

ー
プ
比
率
が
大
）、
リ
ス

ク
対
比
リ
タ
ー
ン
が
良
好

で
あ
る
傾
向
が
う
か
が
え

る
。

　

経
営
理
念
は
、
各
行
が

大
切
に
す
る
価
値
観
を
端

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
経
営
計
画
（
事
業
戦

略
、
財
務
計
画
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
）

の
設
定
に
当
た
っ
て
鑑
み
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
経
営
理

念
と
は
全
く
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
経
営
計

画
案
は
、
い
か
に
収
益
的
に
魅
力
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
経
営
と
し
て
承
認
す
べ
き

で
は
な
い
。
戦
術
を
駆
使
す
る
こ
と
よ
り

も
、
適
切
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
て
目
指

す
姿
に
向
か
っ
た
経
営
行
動
を
と
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
全
く
そ

ぐ
わ
な
い
経
営
計
画
で
は
砂
上
の
楼
閣
と

な
り
か
ね
な
い
。

経
営
計
画
の
検
証

　

金
融
機
関
の
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

経
済
金
融
環
境
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。

経
営
計
画
は
通
常
、
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に

基
づ
い
て
策
定
さ
れ
る
が
、
将
来
は
不
確

実
で
あ
り
経
済
金
融
環
境
は
変
化
す
る
。

経
営
計
画
・
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
設
定

に
際
し
て
は
、
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
が
外
れ

て
下
振
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
損
失
が

リ
ス
ク
許
容
度
の
範
囲
に
収
ま
る
こ
と
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

金
融
機
関
が
抱
え
る
リ
ス
ク
量
に
対
し

て
、
自
己
資
本
を
割
り
当
て
て
リ
ス
ク
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
管
理
す
る
リ
ス
ク
資
本

配
賦
制
度
（
経
済
資
本
配
賦
制
度
）
は
、

99
%
タ
イ
ル
（
1
0
0
年
に
1
度
）
な
ど

の
リ
ス
ク
量
を
計
量
化
し
て
、
リ
ス
ク
量

が
自
己
資
本
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
銀

行
業
界
で
は
従
前
か
ら
普
及
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
は
、
仮
に

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
際
、
債
務
超
過
に

は
陥
ら
な
い
（
す
な
わ
ち
預
金
保
険
に
よ

る
保
護
範
囲
を
超
え
る
預
金
払
戻
額
の
一

部
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
事
態
に
は
至
ら
な

い
）
こ
と
の
確
認
に
と
ど
ま
る
。
リ
ス
ク

資
本
配
賦
制
度
に
よ
る
リ
ス
ク
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
の
確
認
だ
け
で
は
、
経
営
計
画
の

承
認
に
際
し
て
の
検
証
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。

　

世
界
的
金
融
危
機
の
反
省
を
踏
ま
え
て

銀
行
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト（
健
全
性
審
査
）

が
世
界
的
に
普
及
し
た
。
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
が
導
入
さ
れ
た
初
期
段
階
で
は
、
ス
ト

レ
ス
時
の
自
己
資
本
比
率
に
関
心
が
置
か

れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
ス
ト
レ
ス
時
の

損
益
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
は
、
経
営
計
画
・
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
が
、
自
ら
の
経
営
理
念
・
リ
ス
ク
カ
ル

チ
ャ
ー
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
受
け
入
れ
可

能
か
否
か
を
判
断
す
る
上
で
の
重
要
な
検

証
作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
計
画
案

が
承
認
さ
れ
る
以
前
に
実
施
・
報
告
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
ス
ト
レ
ス
時
に
も
債
務
超
過
に
は
陥

（注）ROA5y、σROA5yは過去5年度（2012-17年度）の総資産利益率（ROA）の平
均、標準偏差

　　経営理念タイプの分類方法は図表３と同様
　　回帰直線は切片無しの単回帰直線　　本図表ではスルガ銀行を除いて示した
（出所）全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」、各行ディスクロージャーより筆者作成

〈図表4〉地域銀行の経営理念における業績志向タイプによるリ
スク・リターンの相違

1.60%

1.40%

1.20%

1.00%

0.80%

0.60%

0.40%

0.20%

0.00%
0.00% 0.05% 0.10% 0.15% 0.20% 0.25% 0.30% 0.35% 0.40% 0.45%

ROA5y（リターン）

σROA5y（リスク）

業績志向有り銀行
回帰直線（業績志向有り） 回帰直線（業績志向無し）

業績志向無し銀行
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ら
な
い
こ
と
」
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
は
、
検
証
の
レ
ベ
ル
感
と
し
て
は

目
線
が
低
過
ぎ
で
あ
る
。
経
営
計
画
の
ダ

ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク
に
つ
い
て
検
証
す
る

場
合
、
ス
ト
レ
ス
時
に
も
健
全
性
を
維
持

す
る
と
と
も
に
地
域
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
を
可
能
と
す
る
状
態
を
保
持
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
た
め
、
1
0
0
年
に
1
度
な

ど
よ
り
も
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
の
蓋が

い
ぜ
ん然
性

（
発
生
確
率
）
を
高
く
設
定
し
た
複
数
の

ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
の
下
で
、
ス
ト
レ
ス

顕
在
時
に
も
許
容
範
囲
の
損
失
に
収
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

　

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
設
定
に
際
し
て

は
、
経
済
金
融
環
境
が
下
振
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
経
営
と
し
て
受
け
入
れ
可
能

な
ス
ト
レ
ス
時
損
失
を「
リ
ス
ク
許
容
度
」

と
し
て
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ス
ト
レ
ス
時
に
は
経
営
不
振
に
陥
っ

た
金
融
機
関
に
対
す
る
早
期
是
正
措
置
の

発
動
を
回
避
で
き
れ
ば
よ
く
、
そ
の
リ
ス

ク
許
容
度
の
範
囲
内
で
最
大
限
の
リ
ス
ク

テ
ー
ク
を
図
っ
て
リ
タ
ー
ン
を
追
求
す
る

と
い
う
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。
だ

が
、
早
期
是
正
措
置
が
目
前
に
迫
っ
た
状

況
で
は
、自
己
資
本
比
率
の
分
母
対
策（
リ

ス
ク
ア
セ
ッ
ト
抑
制
）
を
考
え
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
地
域
金
融
仲
介
機
能
に
支
障

を
来
す
懸
念
に
つ
な
が
る
。
地
域
金
融
機

関
と
し
て
は
ス
ト
レ
ス
時
に
こ
そ
地
域
金

融
仲
介
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
期
待
リ
タ
ー
ン
を

控
え
め
に
抑
え
て
で
も
リ
ス
ク
許
容
度
を

厳
し
く
し
、
最
低
所
要
基
準
よ
り
も
上
方

の
自
己
資
本
比
率
を
維
持
す
る
目
線
を
置

く
と
い
う
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

リ
ス
ク
許
容
度
の
置
き
方
は
、
各
金
融

機
関
の
考
え
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。「
早

期
是
正
措
置
の
回
避
」
は
、
健
全
性
評
価

に
お
け
る
最
低
基
準
で
あ
る
。「
金
融
仲

介
機
能
の
維
持
」
と
し
て
、
国
内
基
準
行

で
あ
っ
て
も
自
己
資
本
比
率
8
%
割
れ
の

回
避
な
ど
を
リ
ス
ク
許
容
度
に
置
い
て
も

よ
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ス
ク
許
容
度
を
さ
ら

に
上
方
に
置
い
て
「
黒
字
経
営
の
維
持
」

と
す
る
こ
と
も
一
考
で
あ
る
。
ま
た
、
メ

イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た

経
営
計
画
が
、
リ
ス
ク
許
容
度
を
順
守
で

き
な
く
な
る
確
率
を
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
結

果
に
基
づ
い
て
参
考
提
示
す
れ
ば
、
経
済

金
融
環
境
が
今
後
下
方
に
乖
離
し
た
場
合

に
お
け
る
健
全
性
維
持
の
状
況
を
一
目
で

把
握
で
き
て
、
経
営
判
断
に
役
立
つ
で
あ

ろ
う
（
図
表
5
）。

意
思
疎
通
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

　

経
営
理
念
に
則
し
て
経
営
戦
略
・
計
画

を
策
定
し
、
自
ら
の
存
立
目
的
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
達
成
し
つ
つ
業
績
を
上
げ
る
の
は
、

企
業
と
し
て
あ
る
べ
き
取
り
組
み
で
あ
る
。

特
定
の
経
営
指
標
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

見
栄
え
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
と
、
別
の

分
野
で
無
理
が
生
じ
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
例
え
ば
、

域
内
の
融
資
シ
ェ
ア
を
上
げ
よ
う
と
す
れ

ば
、
貸
出
金
利
競
争
や
与
信
費
用
増
加
、

営
業
経
費
投
下
な
ど
に
よ
っ
て
利
益
率
が

低
下
す
る
と
と
も
に
、
分
母
成
長
ペ
ー
ス

が
勝
れ
ば
自
己
資
本
比
率
が
低
下
す
る
。

高
い
自
己
資
本
比
率
に
固
執
す
れ
ば
、
リ

ス
ク
テ
ー
ク
が
不
足
し
て
リ
タ
ー
ン
は
伸

び
悩
み
、
R
O
E
（
自
己
資
本
利
益
率
）

が
低
迷
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

R
A
F
を
構
成
す
る
経
営
管
理
の
各
取

り
組
み
（
事
業
・
財
務
計
画
、
統
合
リ
ス

ク
管
理
、
リ
ス
ク
資
本
配
賦
、
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
な
ど
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機

関
に
お
い
て
既
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
R
A
F
の
思
想
・
考
え

方
を
活
用
す
る
意
義
は
、
こ
れ
ら
既
存
の

取
り
組
み
を
相
互
に
連
携
し
て
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
持
続
可
能
性
を
損
な
わ
な
い
た
め

に
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
利
益
、
自
己
資
本
、

リ
ス
ク
量
と
い
っ
た
各
計
数
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
枠
組
み
と
し
て
R
A
F
へ
の
期
待
が
高

ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
経
営

管
理
に
奇
策
は
な
く
、
R
A
F
は
既
存
の

取
り
組
み
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
、
自
行

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
経
営
計
画
や
実
際
の
経
営

行
動
の
整
合
性
を
総
体
的
に
確
認
す
る
枠

組
み
に
す
ぎ
な
い
。
R
A
F
の
思
想
・
考

え
方
を
組
織
内
で
活
用
す
る
と
と
も
に
、

外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
て
る
姿
勢
が
望
ま

れ
る
。

（出所）筆者作成

〈図表5〉経営計画・リスクアペタイトの設定とリスク許容度による
検証のイメージ

（数値は仮設例・国内基準行を想定、金額単位：億円）

リスクアセット
自己資本
自己資本比率

リスク許容度による検証

金融仲介機能の維持
黒字経営の維持

早期是正措置の回避

債務超過の回避

自己資本比率 8%割れする確率
赤字となる確率

自己資本比率 4%割れする確率

自己資本比率 0%割れする確率
メインシナリオから外れて
リスク許容度を突破する確率

ストレステスト結果の
リスク許容度順守状況

10,000
900
9.0％

10,200
927
9.1％

11,000
898
8.2％

12,000
800
6.7％

ROE
当期純利益

経営計画
主要計数

リスクアペタイト
関連

経営計画
メインシナリオ リスクシナリオ

10年に 1度
ストレスシナリオ
25年に 1度

メインシナリオ リスクシナリオ ストレスシナリオ

利益関連 5.0％
45

-0.2％
-2

10.0％ × ×
×2.7％

0.0％

0.0％

-11.1％
-100

基準時点

ストレステスト


